
令和8年度山ノ内町文化財保護審議会 議事要旨 
 

開催日・出席者等                                
開催日時  令和8年7月31日（金）午後1時30分〜午後15時00分 

場  所  山ノ内町役場4階 401会議室 

出 席 者  （敬称略・順不同） 

（委員） 

      ・山ノ内町文化財保護審議会長 山本 興仁 

      ・山ノ内町文化財保護審議委員 青木 正彦 

      ・山ノ内町文化財保護審議委員 畔上 耕兒 

      ・山ノ内町文化財保護審議委員 関  千尋 

      ・山ノ内町文化財保護審議委員 湯本 文洋 

 

      （事務局） 

      ・教育委員会教育長          竹内 延彦 

      ・教育委員会生涯学習課長       山本 佳史 

      ・教育委員会生涯学習課文化創造推進係 山本 啓将  

      ・教育委員会生涯学習課文化創造推進係 畔上 不二男 

 

傍聴者：0名 

 

会議事項                                      
1.開会（山本生涯学習課長） 

 

2.教育長挨拶（竹内教育長）  

 

3.会長挨拶（山本会長） 

 

4.自己紹介 

 

5.議事（議長：山本会長（山ノ内町文化財保護条例第43条）） 

（１）報告事項 

①令和7年度事業報告について 

【説明内容】 

事務局より、令和7年度事業報告について資料10p〜12pに基づき説明  

         

【質疑・応答】 

  ・特になし 

 

 ②令和8年度事業計画について 

 【説明内容】 

事務局より、令和8年度事業計画について資料13p〜14pに基づき説明。 

 

【質疑・応答】 

・特になし 

 



（２）協議事項 

①町文化財看板建替えについて 

【説明内容】 

事務局より、町文化財看板建替えについて資料15p〜24pに基づき説明。 

 

【質疑・応答】 

委員：「渠（みぞ）」のような難読漢字にはルビを付けること。 

委員：「堰（セギ）」のような地域特有の表現は残しつつ、県外の方や子どもにも   

分かるよう、「用水路」など一般的に理解しやすい語句を併記すること。 

事務局：「渠（堰（せぎ）＝用水路）」というような表現を用いて地域文化の継承 

と分かりやすさを両立させるという修正で良いか。 

委員：良い。 

委員：「人夫100に余り」→「100人余り」へ修正すること。 

委員：タイトルのローマ字表記について、「YOKOKURA MIZO NO HI」のように半角 

スペースを入れる。 

委員：英語表記について、「Irrigation Canal」といったように適切な用語を使用

する。 

事務局：事務局において修正文案を作成し、各委員へ送付の上、追加意見を踏ま

え、最終案を確定する。 

 

②町誌について 

【説明内容】 

事務局より、町誌について資料25pに基づき説明。 

 

【質疑・応答】 

委員：町誌の編纂は文化財保護審議会が主となって行う事業か。 

事務局：文化財保護審議会とは別に、専門的な知識を有する人材による委員会を立

ち上げ町誌の編纂を進めていく予定である。 

委員：刊行委員会のようなものを組織し、執筆者はまた別にするのか。 

事務局：執筆者は別途選定し、「編纂委員会」を組織する方向で検討している。 

委員：編纂室は設置するのか。 

事務局：編纂室は設置する方向で検討しているが、町の施設でどこが使用できる

か、具体的な場所については今後の検討事項である。 

委員：編纂事業全体を統括し、各分野の専門家に的確な指示を出せる「総責任者」

の任が不可欠である。 

委員：元文化財保護審議委員の知識や経験を活かすべきであり、そうした方々への

働きかけを検討してほしい。 

委員：各分野に精通した実力のある専門家を重視して選定すべき。 

委員：歴史を正確に記録するため、古文書等の資料を正確に読み解ける人材が必要

である。 

事務局：ご意見として頂戴し、検討していく。 

 

③佐野遺跡整備計画について 

【説明内容】 

事務局より、佐野遺跡整備計画について資料26pに基づき説明。 

 

 



【質疑・応答】 

・特になし。 

 

④志賀高原石の湯のゲンジボタル生息地整備計画について 

【説明内容】 

事務局より、志賀高原石の湯のゲンジボタル生息地整備計画について資料27pに基

づき説明。 

 

【質疑・応答】 

委員：ホタルの発生数は急激に減少しているのか、それとも緩やかに減少している

のか。 

事務局：年によって変動はあるが、一概に右肩下がりではない。ただし、数十年の

スパンで見れば減少傾向にある。 

委員：町で行っているモニタリング調査等のデータはどこかに共有しているのか。 

事務局：石の湯のゲンジボタル保存管理委員会があり、年１回で委員会を開催しモ

ニタリング調査等の結果報告及び管理方法の検討を行っている。 

 

⑤教育振興基本計画について 

【説明内容】 

事務局より、教育振興基本計画について資料28pに基づき説明。 

 

【質疑・応答】 

委員：教育という広い枠組みの中で議論するならば、文化財の専門的な立場からし         

っかりと意見を言える、より適任な代表者を審議会から選出すべき。 

事務局：町内の各委員会から代表が出ることとなっており、会長には引き続きお願

いしたい。具体的な役割や進め方については別途相談させていただく。 

 

6.その他 

【説明内容】 

会議終了後、「横倉渠之碑」及び「興隆寺の杉並木」のパトロールを実施。 

 

7.閉会 


